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2. 私には小さい 兄 と大きい兄がいました 
(@ 流行病にやられた 村の村長の 
子供が村人に 育てられた 話 ) 
私には小さい 兄 と大きい 兄 と姉がいて，一緒に 暮らしていました・ 私が小 き 
かった間はずうっと ， 見 たちや姉にかわいがられていましたが ，もう大きくな 
ってからは， 見 たちが狩をしに 山へ行きますと ，私もついて 行って，決して 離
れず，冬でも 夏でも， 3 人一緒に連れだって 山へ行きました・ そのようにして 
暮らしていたのです   
鹿 でも熊でも 獲 って家に運んで 来ます，姉が 野草のまぜ煮を 作り，協力し 
て ，一緒に食べて 暮らしていました・ 
そうしているうちに ，私はもうすっかり 男らしい若者に 成長しましたが ，私 
たち以外には ，人間を見たことがあ りませんでした・ところがあ る 年 ， 
「夏の弓矢の 狩をしに山へ 行こう」 
と， 上の兄が言って ， 私たちは 3 人で山へ行きました・ 
ウバュリ 掘りのころ 1) 私たちの住む 川沿いにしばらく 上って行きますと ，大 
きな木原があ りました・ 
その木原まで 行きますと，今日 ウバュリ を掘って ， 葉を切って置いたあ とが 
あ りました． 
1 頭の雄鹿を， 見 たちは殺しました・ 私はこれを背負って 帰るものと，思いま 
したが，すぐにみんな 背負って， 見 たちはすぐ き ま川を上り始めました・ 
その木原の上手に 行きますと，大きな 狩 小屋があ りました・門口まで 行って 
なますと，しいんと 静まり返っていました・ 戸口のところへ 行きますと，兄が 咳 
払いをしました・すると ，若い娘が出てきました・ 見 ますと，美しい 娘さんで 
す ・私の姉もきれ V) だと思って V へましたが，どうしてそんなにきれ V) なのかわ 
からないくらい 美し v 、  娘さんが出てきました・ 
1) 直訳すると， くウバ ユリ掘りをしている 間 ソ だが，後出 (P. 抽 ， z.16) の lureptausi 鮨 、 
つも タバコリ掘りをする 時期かと同じことを 表すと思われる・ ウバ ユリ掘りの季節と 
は， 5 月末から 6 月初めにかけてであ る・ lurep は，北海道ではオオウ バユリ の 根 ，鱗 
茎を指す・これを 土中から掘り 出し，そのでんぷんを 食糧とする・ 
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り ぺナコリ の川上松子さんは ， ここを ， "menoko itak haw ne hawe as" と言うと 
ころだと言った・ 
2) 川上松子さんは ，ここを "sirepaan pakno uske t akotanu an" Q 着くぐらいのと 
ころに村があ る》 と ，言葉を補って 説明した・ 
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それから家の 中に入って行きました・ 外に私たちがいることを 言っている声 
がしますと，女の 人の話す声でこう 言っているのが 聞こえました・ 
「だれでも，玄関口に 来た人たちは 家の中にお通しするものですよ ， こま 
ごま言わなくてもいいから ，早く皆様をお 通ししなさい」 
という声が聞こえました・それからござを 敷いたりごみを 掃きだしたりする 昔 
がしてから， さ づきの娘さんが 出て来て，私たちに 入るように言いました・ 
上の兄が最初に 入り，下の兄がその 後に入り，一番最後に 私が入りました・ 
右座 に少し年上のふたりの 女性が並んで 座っていました・ 
大きい兄が横座に 座り， その次に小さい 兄が座り，六座に 私が座りました 
が，さっきの ，外に出て来て 私が見た一番年下の 女性は左 座に座り，そのそば 
に 私が座りました・ 
それから，上の 兄が最初にその 女， 陛 たちに挨拶しました・それが 終わります 
と下の兄が挨拶しました・そして ，一番最後に 私もその女性たちみんなに 挨拶 
をしました， 
挨拶 し 終わりますと ，上の兄がこ う 言いました・ 
「淑女方はどこからおいでになった 方々なのでしょうか ? 」 
と言いますと ，年上の女，性がこう 言いました・ 
「この川の川上に ，足の早い人ならまだ 目のあ るうちに着くほどのところ 
に，私たちの 村があ りますが，父が 若かったときは ，いろいろ鹿でも 熊でも 
どしどし 獲っ て来て，何不自由なく 幸せに育っていたのですが ，父が年老い 
てから，男の 子がいないものですから ，私たち女でいろいろ 野草のまぜ煮を 
作って，それで 父母を養って 暮らしていますが ，父の狩小屋まで 下って来 
て ，ウバユリ を掘っているのです・ 
父 が若かつたときは 鹿でも熊でもどしどし 獲っ て来て，ほらこんなに ， 幣 
場 のところにも ，昔の熊の頭骨がたくさんあ るのです・ そして今私たちは ， 
野草のまぜ 煮 ばかり食べて 暮らしているのです」 
と言いましたところ ，上の兄が， 
「あ の私たちの荷を 家に入れなさい」 
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と 言いましたところ ，彼女たちは 喜んで，私たちの 鹿の荷を家に 入れて，おい 
しく煮てくれて ，私たち皆で 食べました・ 
すると，その 後で上の兄がこう 言いました・ 
「来年また，淑女方がお 出かけになったら ，お会いしましょう」 
と 言って，その 肉は全部あ げてしまいました・ 彼女たちは喜んで ，そして私た 
ちは何も持たずに 家に帰りました・ 
それ以来，例のそばに 座った娘のことを 
「早く来年になって 会えるといいなあ 」 
と思いながら 家に帰って来ましたが ，山に行きますと ， 見 たちが私を馬鹿にし 
てからかってこう 言います・ 
「どういうわけで ， 弟を一番あ とから家に入らせたら ， とりわけ器量のい 
い娘のそばに 座ったんだろうねえ」 
というようなことを 言って ， 口々に私を馬鹿にしてからかいます   私はなお V へ 
っそ う 腹 の中で 
「早く来年にならないかなあ 」 
と思っていました・とうとう 翌年になって ，また ウバュリ 掘りの季節になりま 
した． 
そのうち，上の 兄が ， 
「きょ ぅ ，また弓矢の 狩猟に山へ行こ う 」 
と 言って， 3 人つれだって 上に行きました・すると ，例の木原へ 行きました・ 
木原の上流の 方へ向かって 行きましたが ， ウバ ユリ掘りをしたあ と は あ りませ 
ん．そのまま 進んで行って ，例の狩小屋まで 行きましたところ ，やっぱり村か 
ら下って来てはいませんでした・ しかし， 
「例の狩小屋に 泊ろう」 
と， 大きい兄が言って ， 泊まる支度をしました   
そして例の狩小屋に 泊まりました・ 
兄は遊びのユーカラ 1) を 持っていましたからユーカラを 歌いますと，沢の 出 
口のすぐ下で 何かごそごそ 昔がしていたと 思ったら，そのうちに 入って来たの 
1) ペナコリ の川上松子さんによれ ば ，「若い連中で 集まって遊ぶときのユーカラ 山下 
荷負の木村キミさんによれ ば ，「普通のユ -カラ ( 英雄詞曲 ルと 同じだが，いろいろこ 
っけいなことを 中にはさんで 遊びながらいうこと」だという・ 










































































一 16  一 
は ，背中がつやつや 光っている 雌熊が 入って来て，木尻 座 1) に座って，手でト 
ントンと拍子をとっています 2). そのうちに夜が 明けると同時に ，兄のユーカ  
ラが終わりますと ，おとなしく 出て行きました・ 
でも 見 たちはだれもそれを 獲 59 としません・ 見 たちが何を考えているのか 
わかりませんし ， 私も獲ろうと 思いもしませんでしたから ， 黙っていました・ 
熊 はすぐ外に出て 行ってしまいました・ 
すると次の日， 
「 ノ ll ず 合いに山へ上ろう」 




と 見 たちは言って ， 例の雄鹿の肉を 全部背負って 川をきかのぼって 行きます 
と，あ の娘が言って 私たちが聞いたとおりに ， 人の大勢いる 村があ りました・ 
家も，こんなふうだと 言っていましたが ，ちょうどそれらしい 家の前まで 兄た 
ちは行きました． 
私たちが行きますと ，兄は咳払いをしました・すると 例の一番下の 女性が外 
に出て来ました・ 私たちを見ますとそれはうれしそうににこにこにこにこ 笑っ 
て， また家の中に 入って行きました・ 
「山で会って ，長者のうわさをしていた 長者方が 勒 玄関口にお v) でになって 
います」 
と言 う 声がしますと ，老人の話し 声がこう聞こえました・ 
「だれでも， 入りたくて玄関口に 来た人ほ 中へ， 通すものだ・ よいことに 
長者 方 にお会いできるのだ・ 早くござを敷いたりごみを 掃いたりして ，皆様 
をお通ししなさい」 
という声がしますと ，ござを敷いたり 掃除をしたりする 昔がして，それから 女 
性が外に出て 来て ， 私たちに入るように 言いました・ 
私が這うようにずるようにして 行儀よく入ろうとしますと ， 見 たちが先に入 
るのはいやだと 言います・私に 先に入れと言います・ 
l)  apekesutu, く 木尻庄ハ は炉の南側，出入口側で 下座・ 
2)  ユ - カラをうたうとき ，聞き手もそれに 合わせて手で 拍子をとることもよくあ る・ 
その場合にはふつうひざをたたく． 二 風俗の 萱 野茂氏によれば ，素手では決して 炉縁 
はたたかない． 
3) P.16 の 注 Ⅰを参照． 
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私が何を言ってもききませんから ，しかたなく ，私は意地になって ，一番先 
に入りました・その 後から，下の 兄が入りました・ 上の兄は一番後に 入りまし 
た  
家の中に入って 見ますと 1), 私は横座に座り ， 私の次に下の 兄が座り ， 上の 
兄が六座に座りました． 
老人， ご 老体のそれも 立派な方がいました． 美し V 、 おばあ さまもいました． 
も う ずいぶん年老いた 人たちでした． 
そして ( あ の 娘， ) 一番年上の娘さんはいませんでした・ 二番目のは父母のそ 
ばに座りました・あ の年下の娘は 左 座 のほうへ行って ， 上の兄のそぼに 座りま 
した． 
まずその老人が 私に挨拶 し， 私がその老人に 挨拶しました・それから 見 たち 
に挨拶しました・それが 終わりますと ，その ( おじい‥・ ) 老人がこう言いまし 
た」． 
「娘たちばかりに 食事の世話をしてもら っ ていたのですが ， あ のように娘 
たちが山で長者 方 にお会いして ，それだけでもあ りがたいのに ，あ んなに 沢 
山の肉をいただいて 背負って来たおかげで ，若いときに 作って食べていたも 
のを味わうことができまして ， 蔭 ながら長者 方 に感謝しておりました．お 会 
いできてほしとうにようございました」 
と言って ， 次のように話をしました・ 
「村が流行病で 全滅したことを 聞きましたが ， 先祖たちはこう 言っていま 
した． 
r 流行病のはや った 村には，決して 近づいてはならない 日 
と言っていたことを 考えましたから ，生き残った 人たちがいるかどうかわか 
らなかったものですから ，今まで行きませんでしたが ，このように 皆様が生 
き残っていらしたのですねえ・ちっとも 知りませんでした」 
と 言いながら何度も 謝りました・ 
するとあ の上の兄が ， 私の背負って 来た肉を家の 中に入れさせました．そし 
ておいしい料理が 作られました・その 娘たちが料理して ，皆で食べました．そ 
して気持ちよく 1 泊しました． 
次の日 ， 
1  話のすじとしては ， ahupan wa inkaran ruwe く 家に入って ， 見たのは》は ， 次の段 
落の onne kur ka,    ・ an く 老人‥・がいました》へと 続く・ 間に兄弟の座席の 話が 
挿入されている． 
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soyne@kusu@ne@akusu ， ikayop@komaknasikirpa@hine ，               
inawcipa｝arpok》a‖rpa〔or,《umawne〉uwe］e ． 
ruwe@ne@akusu ， nea@kamuy@ari@kor ， por @ayupi@ene@hawean@hi ， 
  "@ase@wa@suy,@nerok@onne@utar@eun@hosippaan@kusu@ne@" 
sekor@ hawean@ kor ， ora@ kamuy@ haru@ opitta ， nea@ oruskur@ ma atto@ ka
turano,@hetopo@suy@nea,@onne@utar@eun@hosippaan   
hosippaan@ruwe@ne@akus ， ro @menoko(uta@ ・ ，， )po@utar@suy@iyahupte 
kusu@ye@ahupan   
20@ nea@ maratto@ anak@ puyar@ kari@ aahunte@ ruwe@ ne@ hine ， ne@ ancikari ， 
maratto@ an@ ruwe@ ne  
ne@hi@ta ， nea@kiyanne@(menokopo)@menoko@ne@a@p ， ponpakkay@kane 
hine@ahun@hine,@iyorot,@hine@ora@soyne@siri@anukar   
ne@maratto@hopita@kor ， aynu@opitta ， hosippa@wa@isam@rok@okake@ta ， 
2o@poro@ayupi ， an@hawe@ne@ene@hawean@hi ， 
"@hoski@rewsian@hi@ta ， aye@rusuy@korka ， 
。 aye@yakka:@sone@aikoramuosma@p@he@an@?@ ， 
l) ay 「oskipa と聞こえるが ，川上松子さんは ayeroskipa だと言った  
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「 見 たちがひょっとして ， 何とか言って ， 娘たちのだれかをさそ む ないか 
な， 連れて行かないかな」 
と 私は思いましたけれど ， 見 たちはそんなふ う なことは何も 言いませんでし 
た Ⅰ  
外に出て，帰途につきますと ，そのふたりの 娘が出て来て ， 私たちを見送っ 
ているのを見ますと ， なおいっそう 
「 見 たちは何を考えているのだろう㍉ 
と思いながら ，戻って来ましたが ，例の狩小屋のところまで 下りて来ますと ， 
「 狩 /H 、 屋にまた 泊 ろう」 
と大きい兄が 言って ， 私たちが泊まりますと ，大きい兄はまたユーカラを 歌い 
ました． 
ユーカラを歌いますと ，この間の雌 熊が 入って来て， しばらく手でトントン 
と拍子をとっていましたが ，夜が明けると 同時に，兄がユーカラを 歌い終えま 
すと， 見 たちは一緒に 出て行くような 支度をして，熊が 外に出ようとしたとこ 
ろ， 見 たちは矢筒をとりに 奥の方へ戻ってから ，ふたりで矢を 射て， しとめま 
した． 
幣 場の入り口まで 行って ， 熊は死にました・ 
すると，その 熊を私たちが 解体して毛皮をはいでいるときに ， 大きい兄がこ 
う 言いました． 
「背負って， またあ の老人先のところへ 戻ろう」 
と 言って， 私たちは熊の 肉をみんな， その毛皮つきの 頭もいっしょに 持って， 
またあ の老人たちのところへ 戻って行きました・ 
戻りますと，例の 娘たちがまた 私たちに入るようにと 言い，私たちは 家の中 
に入りました． 
あ の熊の頭は窓から 入れて，その 晩は熊送りをしました・ 
その時に，あ の上の娘だった 女が ， 赤ん坊をがぶって 入って来て，酒宴に 加 
わって，それから 出て行くのが 見えました． 
その酒宴が終わって 人がかんな帰ってしまった 後，大きい兄がこう 言いまし 
た  
「双に泊まった 時に言いたかったのですが ， 
F 本当に ， 言っても同意していただけるだろうか㌔ 








































































と 思って，遠慮して ，言わないで 帰りましたが ， このようにここに 沿って帰る 
途中，熊を獲づたのです・ 尊い神様を頼りにしてお 願いすれば，お 気持をやわ 
らげてよい返事をいただけるのではないかと 居 、 いましたから ，や って 来たので 
す・ ご 老人，どうか '@ 如 してくださいませんかも 
と 言いますと   その老人はもみあ げをかきかきしていてから 幻 ， こ う 言いまし 
た  
「長者方がごらんのとおり ， 私が持っているのは 娘たち， 女 ばかりですか 
ら，手近のこの 村の中で， 貧乏人でも， 長者でもいいから ， とつがせよう ， 
もう私たちは 年老いていますから ，世話をしてもらお j と 思っていたのです 
が ，そのように 長者 方 におっしやられては ，嫌ですとお 答えすることはでき 
ませんけれども ，上の娘はもう 相手を見つけて 出て行き，子どもをがぶって 
いるのは皆様がごらんになったとおりです・ ここにいる，下のふたりは ， お 
連れになっても 結構です」 
と言いました・ 
兄は 何度もて v 、 ね v へにオンカさして ，それから私たち ほ 一晩すごしました・ 
次の日，その 老人が娘たちに 一緒に行くようにと 言いましたから ，娘たちは 
喜んで，大きな 背負い袋 3)@ こ 縄をかけて背負って ， 私たちは彼女たちを 連れて 
帰りました． 
帰って ， 家に帰りま すと， 姉が衣装掛けの 下で着物を頭からかぶつて 泣きふ 
せっていました． 
「人間のいるところをご 存じでしたのならば ， 私におっしやってから 山へ 
おいでになれば ，心配しませんでしたのに ， 心 当たりのところを 探しました 
けれどもた め で， とうとう，今はもう 私は死ぬのだと 思って，着物をかぶ つ 
て 寝ていましたが ，みんなよく 帰って来てくださいましたねえし 
と 言いました． 
大きい兄はかくかくしかじかで ，人を連れて 来たことを話しました・ 姉が 外 
へ 出ますと， 女 たちと手をとりあ って泣いてから 4), 皆 家に入りました   
l) sone は文字どおりにはく 本当に》・ 
2) 考え，ためらっているしぐさ． 
3) ketusi とは，嫁入りや 旅行のときに 衣類や嫁入り 道具などを入れて 背負って運ぶ 入 
れ物で ， ござをたたんで 左右をとじて 作る． 
4) uciskarpa は，ペナ コリ の川上松子さんによれば ，「 初顔で行き合う ( 二 出会う ) とき 
は 拉いて行き合う・ utekruyruypa く 互いに手を重ねてなで 合 う 挨拶》して泣く・それ 
から挨拶する」とのことであ る． 
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するとそれから 大きい兄がこ う 言いました・ 
「ここに人の 大勢いる村があ った・ その時， おまえたちは 村長の子どもた 
ちだった・ 村ぴ との中でほ ， 私だけが生き 残った・そしてこのようにおまえ 
たちを育ててきた・ 
ところで，私は 小さい頃 から目に見えないことでも 見ているよ う にわかる 
透視力があ って，気立てのよい 娘たちであ るのが気に入ったので ，わざとそ 
の方を目がけて 山へ行こうと 思って，双に 山へ行った時に 行ったわけだ・ 
そしても う 一度出かけて 行った時には ，鹿を殺して 持って行って 言おうと 
思ったけれど ，行って泊まってすぐ 言っても，なんだか 悪いような気がした 
ので，山の神㎝⑤に 近よらなかった・ 矢を射もしなかった・ もう一度戻って 
しとめて，それからまた 戻って行って 話したおかげで ，老人が承知してくれ 
たというわけだ・ 女を連れて戻って 来たのだから ，上の女は上の 弟と一緒に 
なり，下の弟は 下の女と一緒になって ，老人たちが 年老いて死ぬまでその 世 
話を，下の弟がするのだぞ」 
と 言いました・ 
「私たちはほしとうの 兄弟で， ほんとうの兄弟だから ， 私をかわいがつて 
育ててくれたのだとばかり 思っていたけれど ， 実は， 大きい兄には 別の父， 
別の母がいて ，その兄がこのように 私をかわいがってくれたのだなあ 」 
と思いました． 
私は兄に頭を 下げました・それから 小さい 兄 と相談して， 姉 と一緒に苦労し 
て私たちを育ててくれたのだから ， 大きい 兄 と姉を結婚させようと 相談して， 
それから私はあ の下の娘と一緒に ，老人たちのところへ 戻って，老人たちの 世
話をしました・それから ，その老人は 一族を分けて ，半分を兄たちの 村人にし 
ました． 
その老人が死ぬまで 私たちは世話を 続け， 見たちも子どもが 大勢でき，私に 
も子どもがたくさん 生まれました． 
その老人たちが 死んでから，老人の 持っていた物と 一緒に 見 たちの 村へ 移っ 
て，同じ村人どうしになりました・ 
大きい兄は透視力のあ る人ですから ，病人がいますと ，その原因を 言い当て 
ます・それに 対しておほらいをしますと ，すぐよくなります・ それでいっそ う 
尊敬されますので ，その大きい 兄を村長にして ，小さい 兄 とともに 弟 として 私 
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utar-kor-kur@sani@ ane@ wa ， ne@ yakka ， itomkokanuan@ poro@ ayupi@tomo 
akokanu ， 
Uwekotannean@ ayne， apoutari@ rupne@ wa ， onnean@ etokus@ ne@ kusu ， 
tapne@motokor ， ayupihi@ neno@ ikorpare@rusuy@pe@ne@yakun@somo@iramu ， 
B@ koyki@no,@etun@wa@ikorpare,@yak@pirka@p@neun@neun,@iammokkapa ， ne 
wa@kusu ， (ayaykopep)@aeyaykopepka@p@ne@wa@kusu ， aeysoyta    
sekor  sino  ispa  isoytak  sekor   
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たちは村長の 子孫なのですけれども ，私たちは言 う ことをききました・ 大きい 
兄の言 う ことに私たちは 従いました・ 
同じ村に暮らす う ちに，私の子どもたちも 大きくなって ， もう私の死ぬのも 
間近ですから ， このように元があ って，兄がそのように 私にくれたかったのな 
ら，人を馬鹿にしてからかわずに 嫁をもら っ てくれれ ば いいのに，なんとかか 
んとか言って 人をからかいました・ですから 腹 立たしいものですからお 話しし 
ました  
とほんと う の長者が話しました ， とさ  
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